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一般社団法人
熊本県バスケットボール協会の変化
　現在、私は熊本県バスケットボール協会の総務委員

長としての理事のほか、熊本県キッズバスケットボー

ル連盟と熊本県の社会人バスケットボール連盟の副会

長をさせていただいております。私自身、学生の頃か

らバスケットボールをしておりました。現在はハウス

メーカーの会社の役員のほか、熊本県の男女共同参画

の推進員として、スタッフは女性だけという会社で雇

用規定など、働く女性のための会社に携わっています。

　スポーツ・コンプライアンス・オフィサー（SCO）

の講習を受けるなかで、私は男女共同参画の事業に関

わっていることもあり、スポーツにおける女性活躍の

ための環境整備として、スポーツ団体における女性登

用の促進に注目しました。

　本県の現状を考えると、とても女性の理事が非常に

少なく、23 人中２人しかいません。これは当協会に

限らず、いろいろなスポーツ協会でも、まだまだ女性

の地位が足りてないと感じています。

　2015 年 8 月 FIBA（国際バスケットボール連盟）

制裁解除の条件として示された主要改善項目のなか

に、国内バスケットボール協会のガバナンス強化があ

げられ、その１つとして、JBA は都道府県バスケッ

トボール協会の法人化の指示を出しました。

　その法人化の移行時も総務委員長だったのですが、

事務局と一緒に法人化に向けて尽力をさせていただき

ました。

　都道府県バスケットボール協会の法人化は大変な事

業でしたが、今思うと、当時の日本バスケットボール

協会（JBA）の判断は間違っていなかったと思ってま
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す。

　まず法人化させることによって、協会の資金の流れ

がすごく明確になりました。

　お金に関してだけでなく、当然のこととしてやらな

ければいけないことがスポーツ界は遅れているようで

す。その遅れていることをまず理解させることから始

めないと何も始まらない。しかしこれは単年度ではで

きず何年もかかることでもあります。

　今、改革するチャンスだと思っています。事業計画

にしても決算するのには、一般的な会社は、普通は３

月末です。したがって、１～２月にはもう来年度の予

算づくりとなります。

　しかし、それまでは協会の予算づくりは年度が始

まって４～５月だったのですが、決算がバタバタして

来年度、再来年度の中・長期計画とか無理がありまし

た。そんな計画では、子どもたちに夢を与えられる仕

事が果たしてできるのかと正直思いました。

　しかし、今は絶対できないと思ってやってきた予算

や決算という年度のことがきちんとできるようにな

り、今や 12 月に予算が立てられるようになってきま

した。さらに１月に事業計画を出して、２月には来年

度の予算・決算と事業計画まで出せるようになりまし

た。

　コンプライアンスやガバナンスの重要性について、

私はSCOの研修や武藤芳照先生（一般社団法人スポー

ツ・コンプライアンス教育振興機構の代表理事）の講

義に参加して、すごく衝撃的な内容で頭をガツンとや

られたような体験だったのです。今後はコンプライア

ンスとガバナンスを推進する準備が必要で、本気で取

り組む体制を確立するべきだと思いました。

ガバナンス委員会の設立
　今、取りかかってるガバナンスの確立は、まず協会

でガバナンス委員会をつくろうとしています。すごく

実態とかけ離れてるかもしれませんが、理想型をつく

らないと新しい人たちにバトンタッチができないと

思ってます。

　私の考える理想というのは現在、女性は 23 人中２

名ですから、女性をまず増やしていきたいと思ってい

ます。中長期の課題です。

　熊本県バスケットボール協会には各市町村の地域協

会があります。この地域協会も JBA が変えていこう

かと思ってるところを理想として、そこに近づくこと

も必要です。

　協会の組織として全体のバランスを考えていろいろ

な職種の人を増やすことも大事だと思います。監査役

には公認会計士を、弁護士さんに顧問契約をお願いし

たり、組織の変化も必要だと思います。

　前回、SCO の研修会にもいろんな協会の人がいら

していて意見交換をしたのですが、やはり協会内で意

見が言えないなどの話を聞きました。どこの組織にも

やはり問題があるんだと思いました。そういう問題を

どうにか変えようと思っているところも SCO の仲間

と話して、大事なことだと感じました。

　昨年、JBA からインティグリティ委員会やコンプ

ライアンス委員会をつくるように通達がありました。

　JBA は組織としてはきちんと指示はしていると

思ってます。現場での問題解決に携わることに意味が

あるからこそ、素晴らしいことだと SCO の講習会で

学びました。

　年に一度でも武藤先生に話に来てもらって、現場で

何か起こったときの実例を伝えていただくことのやり

方のほうが真剣にみんなに伝わると思っています。大
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きなところのゴールラインのところは間違わないよう

に武藤先生にも確認していただきながら伝えるのが一

番いいのかなと思ってます。

　熊本県のサッカー協会の専務理事もよく知ってる人

なのですが、コンプライアンスの重要性は理解してお

られるので、今後はサッカー協会の人たちとも共同で

スポーツ・コンプライアンスの勉強をする機会をもっ

ていきたいと思っています。

クラブチームで保護者に寄り添う
　私が持っているクラブチームでの取り組みですが、

今は小学 3 年生から 6 年生の男子のチームを１つと

２歳から小学校２年生までの男女一緒に行っている

キッズの子どもたちのクラブチームを持っています。

　スタッフは県内で一番多いかと思いますが 12 名ぐ

らいおります。スタッフには指導の協力をお願いして、

すべてコーチ資格、審判資格を取得している勉強熱心

なスタッフです。

　そのクラブチームに来る子どもたちの保護者が練習

見学に来ますが、みなさん私の子どもたちと同じぐら

いの年齢です。指導自体はスタッフがおりますので、

私が教えることはしません。そこで私のほうは保護者

の方のところに行って話をしに行くのです。そこでは

家庭内の暴言など、男女共同参画の問題が山ほどある

のです。誰にも言えないといった悩みを聞きながら、

子どもたちを応援してくれる保護者の方たちへの応援

に心がけています。お父さん、お母さんが元気でない

と、子どもも元気になりません。すべての家庭に何ら

かの問題が大小あるはずだと思って声をかけておくと

無駄話のなかにさまざまな問題がみえてきます。子ど

もの指導はスタッフにまかせて、お父さんとお母さん

に何かがあったときに私が力になっていけるのが理想

です。

　私は株式会社コーチ・エイの認定するビジネスコー

チングの資格を持っています。コーチングを学んで

18 年になります。コーチングの技術はすべてに応用

できるのですが、とくに SCO の知識とともにコーチ

ングの技術を持っていないと指導することはできない

と思っていました。暴力の問題とか指導者の資質とし

てコーチングというのをきちんと持っておくことが必

要です。私は今、怒りを抑えるための勉強などに興味

をもっています。

写真は野田さんより提供。保護者の許可のもと掲載
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野田さんは、子どもたちのバスケットボール活動に

もSCO講習会で学んだことを積極的に活かしている。

新規事業にも SCO 講習会で学んだスポーツ医学など

を取り入れるなど、事業計画にも大きな変化があった

と語る野田さん。次の世代につなげるための活動を紹

介していただいた。

――SCO 講習会を受講して良かったことはどういう

ことがあげられますか？

　たくさんありますね。

　熊本県バスケットボール協会の中に医科学委員会が

あります。その医科学委員会が主になって講習会を開

催しています。SCO 講習会で学んだことで、増々ス

ポーツ医科学の大切さを学びました。今後の取り組み

として医科学委員会を重要視していくべきだと思って

います。そして子どもたちに、ケガをしない体操の仕

方とか、そういったものを医科学委員会で事業計画に

予定しています。それはやはりこの SCO 講習会のお

かげです。

  それからあとはパワハラの問

題です。パワハラや暴力はなん

となくみんなが頭に描いている

のがあるかと思いますが、やは

りコーチングから考えると、パ

ワハラは言葉の使い方だとか、

単に怒りでしかないのです。現

場にはまだ多々あると感じてい

ます。

　この SCO の資格を取らせて

いただいたことで、自分の自覚

が大きく変わりました。まだ拡

げてゆく方法は確立していない

のですが、今後、スポーツ・コンプライアンスについ

て学習する人を増やしていきたいと思っています。

――今後どのような活動をしていきたいと思っていま

すか？

　「子どものスポーツ環境整備支援事業実施計画」と

して ZOOM の勉強会を開催しています。スポーツ庁

の後援事業です。小学校の低学年、高学年、指導者と

それぞれが 10 時間ずつのプログラムです。

　これも SCO 講習会に参加したことで、刺激を受け、

事業内容の立案から実施まで積極的に取り組めるよう

になりました。

　私はよく「壁をぶち破れるでしょ、あなた」と言わ

れます。でもその言葉が嬉しいと思うことがあります。

資格というのはアクションを起こさないと死んでしま

います。アクションを起こそうと思ってなかったら資

格を取る必要はないのではないかと思います。

　こんなに恵まれた環境のなか、実は私の孫もバス

ケットボールを始めたこともあり、子どもたちが安心

Ⅱ．スポーツ・コンプライアンス・オフィサー
　　としての活動
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してバスケットボールできるよ

うに、いじめだとか、さまざま

な問題が起きないようにと思う

と、まだまだ私がやれることは

たくさんあると感じています。

　熊本県キッズバスケットボー

ル連盟には 60 数チームあっ

て、約 600 人所属しています。

大会の１つとして、通常のルー

ルを変えて行う親子大会という

ものがあり、５人のメンバー

のうち大人が１名、子どもたち

４名という構成です。チームの

大人はシュートしてはいけない

という特殊ルールがありますので、子どもたちでよく

ボールが回るので楽しいゲームです。このルールが一

つのきっかけとしてバスケットを始める子どもたちが

増えています。

　生涯スポーツで考えたとき、経験豊富な指導者がそ

こでコンプライアンスを学んでいくとますます良くな

るし、若い指導者の不足点も補ってくれるようになる

と考えます。

　私はこの SCO はすべての年代が勉強すると素晴ら

しい社会になると思います。

　今後の目標としては、私一人では何もできないので、

家族を含め、協力してくれるメンバーを活用しながら、

小さなことから変えていきたいと思います。

　とくに最近の若い指導者のほうが、体罰や暴力やハ

ラスメントの問題にすごく敏感です。彼らは柔軟な対

応ができるので、そういう若い人たちの協力者がいる

と現場が変わると思います。短期・中期・長期の計画

を立てて、ガバナンス確立に向けて努力したいと思い

ます。

（取材・構成：編集工房ソシエタス　田口久美子）
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